
百舌鳥・古市古墳群（大阪府堺市・藤井寺市/羽曳野市）

大東文化大学オープンカレッジ　平成30年春　「百舌鳥・古市古墳群の形成」講座資料より



仁徳天皇陵古墳
　　堺市役所21階展望ロビーより見た仁徳天皇陵古墳（大仙陵古墳）/前方後円墳/左手が後円部、右手が前方部



　　　前方に見える鳥居の所は前方部手前にある拝所



　　　　　説明坂が立っている



前方後円墳集成編年表によると7期（5世紀中頃）の築造とされ、仁徳天皇の実年代とはズレがあり、この古墳の被葬者は倭の五王
の済とされる允恭天皇ではないかとも云われる



　前方後円墳集成編年表/インターネット「ウィキペディア」より 　　　　大東文化大学オープンカレッジ　平成29年春　「稲荷山古墳の謎を解く」講座資料より



　円筒埴輪の編年から前期・中期を更に細分化し、実際の古墳を該当したもの/大東文化大学オープンカレッジ　平成30年春　「百舌鳥・古市古墳群の形成」講座資料より
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　　インターネットより



　　　ここが拝所/背後が前方部



宮内庁によって厳重に管理されている



　　　　　こんな塩梅



　　これは拝所の手前右手を見たところで、三重の周濠の一番外側の周濠/南東方向に見たところ



　　　　　　その周濠に沿って南東方向へ歩いてみる



　　　　これは南東の隅で前方部を見たところ



　　　そこで左手を見たところ



　　　同じく右手を見たところ/このずっと先が後円部



履中天皇陵古墳
堺市役所21階展望ロビーより見た履中天皇陵古墳（上石津ミサンザイ古墳あるいは石津丘古墳）/前方後円墳/中央が後円部、右奥が前方部



　説明坂がある



前方後円墳集成編年表によると5期（5世紀前半）の築造とされ、仁徳天皇陵古墳よりも前となってしまい、相互の矛盾が指摘されている/この
古墳の被葬者は倭の五王の讃の候補である履中天皇とされる



　　　前方に拝所の鳥居が見える



宮内庁によって厳重に管理されている



　拝所へ進む



　　　　　　ここが拝所



　　　　　　右手から見たところ



　　　　　　左横から見たところ



　　　　　　前方部を見たところ



　　　　　　左手を見たところ



　　　　　　右手を見たところ



　　　　　南東の隅から前方部を見たところ



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



反正天皇陵古墳
　　堺市役所21階展望ロビーより見た反正天皇陵古墳（田出井山古墳）/前方後円墳/左手が前方部、右手が後円部



　　ここが拝所/説明坂が立っている



　　　前方後円墳集成編年表によると7期（5世紀中頃）の築造とされる



　　背後が反正天皇陵古墳/左手が前方部、右手が後円部



宮内庁によって厳重に管理されている



　　　　右手に標柱が立っている



　　　　　「反正天皇百舌鳥耳原北陵」と記されている



　　　右手に後円部方向に回る



　　後円部の北側にある方違神社から後円部を見たところ



　　　　　その左手を見たところ



　　　　　　右手を見たところ



ニサンザイ古墳
堺市役所21階展望ロビーより見たニサンザイ古墳（又は土師ニサンザイ古墳）/前方後円墳/左手が後円部、右手が前方部/前方後円墳集成
編年表によると7期（5世紀中頃）の築造とされ、この古墳の被葬者は倭の五王の興の候補である安康天皇ではないかと云われる



いたすけ古墳
　　これが、いたすけ古墳/前方後円墳/前方後円墳集成編年表によると6期（5世紀前半）の築造とされる



　　　　右手を見たところ/古墳への木橋が壊れている



正面が丁度くびれ部の辺りか/左手が前方部、右手が後円部



　　左手の前方部方向を見たところ



　　右手の後円部方向を見たところ



　　　　　　後円部を回り込む



　　こんな塩梅



御廟山古墳
　　　ここが御廟山古墳/前方後円墳/前方後円墳集成編年表によると7期（5世紀中頃）の築造とされる



　　　右手を見たところ/左奥が前方部、右手前が後円部



　「百舌鳥陵墓参考地」と記された宮内庁の看板が立っている



　　右手の後円部方向を見たところ



収塚古墳
おさめづかこふん 　　収塚古墳/帆立貝形前方後円墳/前方後円墳集成編年表によると7期（5世紀中頃）の築造とされる





　　　手前が前方部で奥が後円部



孫太夫山古墳
　　　前方が孫太夫山古墳/前方後円墳/5世紀前半の築造/左手が後円部、右手が前方部



旗塚古墳
　前方が旗塚古墳/帆立貝形前方後円墳/前方後円墳集成編年表によると7期（5世紀中頃）の築造とされる/左奥が後円部、右手前が前方部





右手の前方部を取り巻く濠を見たところ



天王古墳
ここが天王古墳/方墳/反正天皇陵古墳の陪塚とされることから5世紀中頃の築造と思われる/説明坂がある





　こんな塩梅



鈴山古墳
　　　　　　前方が鈴山古墳/方墳/反正天皇陵古墳の陪塚とされることから5世紀中頃の築造と思われる/説明坂がある



　この鈴山古墳の北側（背後）には北三国ヶ丘遺跡が広がると云う



　こんな塩梅



　　　左手の墳丘裾を見たところ



善右ヱ門山古墳
　　　正面が善右ヱ門山古墳/方墳/5世紀中頃の築造





　こんな塩梅



別の角度から
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応神天皇陵古墳
ここから応神天皇陵古墳に入って行く



宮内庁によって厳重に管理されている



　　　前方に拝所の鳥居が見える



　　　　　ここが応神天皇陵古墳（誉田御廟山古墳）の拝所/背後が前方後円墳の前方部



前方後円墳集成編年表によると6期（5世紀前半）の築造とされ、この古墳の被葬者は倭の五王の珍ではないかとされる反正天皇
ではないかとも云われる



　　　　　　左手を見たところ



　　　　　　右手を見たところ



　　　　　西側で前方部から後円部方向に見たところ/外濠跡と外堤跡（左手）



説明坂がある







　こんな塩梅



　　　　　振り返って見たところ



仲姫命陵古墳
　　　前方の住宅の背後が仲姫命陵古墳（仲津山古墳）/前方後円墳



前方部手前にある拝所にやって来た/前方後円墳集成編年表によると5期（4世紀末）の築造とされ、この古墳の被葬者は仁徳
天皇である可能性があるかもしれない



宮内庁によって厳重に管理されている



　　　　　　これが拝所



　　　　　　左手を見たところ



允恭天皇陵古墳
　これは允恭天皇陵古墳（市野山古墳）/前方後円墳/前方部に沿った濠を見たところ



　　　　　　右手に前方部から後円部方向を見たところ/前方後円墳集成編年表によると7期（5世紀後半）の築造とされる



津堂城山古墳
　　　　前方が津堂城山古墳/前方後円墳/左手が前方部、右奥が後円部/花しょうぶ園となっている



　前方後円墳集成編年表によると4期（4世紀後半）の築造とされ、この古墳の被葬者は仁徳天皇もしくは応神天皇の可能性があるかもしれない





正面が前方部



　　右手に後円部方向を見たところ



　後円部から前方部方向を見たところ



　　その右手を見たところ/後円部を濠が取り巻いている



　　　その更に先はこんな塩梅



　　　　　　そこで振り返って前方部方向を見たところ



仲哀天皇陵古墳
　　　　　ここは仲哀天皇陵古墳（岡ミサンザイ古墳）の拝所/前方後円墳/背後が前方部



　　　　　　左手から見たところ



　　　　　　右手から見たところ



宮内庁によって厳重に管理されている



前方後円墳集成編年表によると8期（5世紀末）の築造とされ、応神天皇の父親に当る仲哀天皇の実年代とはズレがあり、この古墳
の被葬者は倭の五王の武である雄略天皇ではないかと云う



　　こんな塩梅



　　　ここには古墳時代中期と記されているが？/大阪夏の陣では第二の真田丸として改変されてしまっているようだ



　　　右手に前方部を見たところ



　　　左手に前方部を見たところ



　　　　　　前方部の左隅の辺りに標柱が立っていた



　そこで前方部に沿った濠を見たところ/正面やや右手前方に先程の拝所が見える



　　　　　左手に前方部から後円部方向を見たところ



大鳥塚古墳
　　正面が大鳥塚古墳/前方後円墳/前方後円墳集成編年表によると5期（5世紀前半）の築造とされる





　　　　　　標柱が立っている



　右手前が前方部、左奥が後円部



　　前方部に沿った濠跡を見たところ



古室山古墳
　　　これは古室山古墳/前方後円墳/前方後円墳集成編年表によると4期（4世紀末）の築造とされる/左奥が後円部、右手前が前方部



　　　標柱と説明坂が立っている







　アップで見たところ/左手が後円部、右手が前方部



　　反対側から見たところ/左手が前方部、右手が後円部



　　　　前方部方向を見たところ



　　　　後円部方向を見たところ



　　　後円部を濠跡が取り巻いている様子が見て取れる



　振り返って前方部方向を見たところ



白鳥陵古墳
　　　正面が白鳥陵古墳（前の山古墳あるいは軽里大塚古墳とも呼ばれる）/前方後円墳/左奥が後円部、右手前が前方部





　　　　　　前方後円墳集成編年表によると7期（5世紀後半）の築造とされる







　　　　　左手に前方部から後円部方向を見たところ



　　　　　　右手の前方部に沿った濠跡を見たところ
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試案 参考/大東文化大学オープンカレッジ　平成30年春　「百舌鳥・古市古墳群の形成」講座資料より ※仲津山の被葬者は仁徳、津堂城山の被葬者は仁徳あるいは応神か？

須恵器の編年 倭の五王（没年） 大王 古墳築造時期 実年代 前方後円墳集成編年

（古市） 津堂城山
布留式期 4期 4世紀後半
TG232 （古市） 仲津山 410年 5期 4世紀末

TG232 （百舌鳥） 上石津ミサンザイ 415年 5期
TK73 420年 6期

TK73 讃（429年頃） 履中 （古市） 誉田御廟山 430年 6期
TK216 430年 7期

珍（442年頃） 反正
TK216 （百舌鳥） 大仙陵 450年
TK208 450年

済（459年頃） 允恭
（百舌鳥） 土師ニサンザイ

TK208 興（469年以前） 安康 470年 7期 5世紀後半
TK23 470年 8期 5世紀末

（古市） 岡ミサンザイ
TK23 490年
TK47 武（491年頃） 雄略 490年

TK47 510年 8期
MT15 510年 9期

MT15 530年
TK10


